
【取組内容】 子どもに委ねる「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を支える授業デザイン

海南市立亀川小学校（和歌山県）

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

対話

学習課題

ふり返り

子どもに委ねる授業を支える要は、授業デザインである。魅力ある学習課題・対話のある学び・そしてふり返りが骨子である。本校では、
この３点に重点をおいた単元内自由進度学習（マイプラン学習）の実践を重ねている。子どもたちは、「学習の手引き」や「単元ミッショ
ン」に明示された明確な学習過程に沿って、学習課題の解決に向け、自分のめあて、学習内容・方法・時間を子ども自身が決め、各教科等の
見方・考え方を働かせながら学んでいく。わかるまで何度もくりかえすなど自分のペースで必要に応じて友達と対話しながら学ぶ。教師がそ
の学びに至るまでの授業デザインをどう充実させるかがKEYとなる。また、学習方略においては、「精緻化方略」と「体制化方略」の観点か
ら子どもの学びを見取ることと、「メタ認知方略」としてふり返りを形成的に評価していくことを重点をおき指導している。

わかるまで
反復し実験

毎時間、形成的評価を行い、次時
の子どものめあてにつなげる

試行錯誤

課題解決
学習の手引き

個別指導

成果物、まとめや発表、全体交流自分の考えをアウトプットし、友達
の考えを聞き、新たな気づきとなる
相互作用による学習の深まり

課題の設定
・自分のめあて

学習課題と学習過程の明示
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【取組内容】 子どもに委ねる「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を支える授業デザイン

海南市立亀川小学校（和歌山県）

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の実現のために、単元別に「学習の手引き」と「ルーブリック」を作成することが多い。これらが
あることにより、子どもたちが各教科等の見方・考え方を働かせ課題解決に向かい、自己の学びを内容知と方法知の観点からふり返られる。
これらの形式は、学校で統一するのではなく、各先生の自由度の中で工夫し様々な形で作成している。教師自身の試行錯誤により、より学
習効果がある物を作成し、実践した結果や手応えなどを教師間で情報交換し、さらに工夫改善して作成している。



【取組内容】 情報活用能力の育成 共通理解のための自校作成「情報活用能力ルーブリック」

海南市立亀川小学校（和歌山県）

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

職員研修

研究主題を達成するために、4月に、「情報活用能力と
は」というところから、校内研修を毎年行う。情報活用能力
とは資質・能力であり、ICT機器の操作は情報活用能力を
育成するためのスキルの一つであるという共通認識のもと、
情報活用能力の「育成」と「発揮」を意識し、年間指導計
画を見直し、指導に当たる。なお、本校のDX戦略アドバイ
ザーである前田康裕先生の著書にある左図のような資料を
使用し職員研修を行うことで職員の理解を深められている。

本校の研究主題

令和４年度から本校では「情報活用能力の発揮」（問題解決・探究における情報活用
能力）についての研究を進めてきている。本年度は、学習の基盤としてさらなる情報活用能
力を育成し、人とつながりながら主体的に学ぶ子どもの姿を目指しさらに研究を進めている。

出展：「まんがで知るデジタルの学び」 さくら社 前田康裕

自校作成情報活用能力ルーブリック

自校オリジナルの「情報活用能力ルーブリック」を作成し、
育成する力の明確化と共有化を図る。ルーブリックは、
A.情報収集 B.整理・分析 C.まとめ D.表現
の4カテゴリー別で作成し、低・中・高学年・中学校の4レ
ベルを明示ししている。これを教職員と児童が共通理解し、
さらなる情報活用能力を育成を目指し、実践を進めてい
る。



【取組内容】 情報活用能力の育成 自校作成情報活用能力ルーブリック

海南市立亀川小学校（和歌山県）

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

情報活用能力ルーブリックの活用 A.情報収集 B.整理・分析 C.まとめ D.表現

〇各教室内に掲示
児童にとっての指標であると
同時に、教師にとっても育成
すべき情報活用能力の共
通認識にもつながる。

〇児童に個人配付
〇達成している項目にシー
ルを貼る
ルーブリックの達成している
項目にシールを貼ることで、
自分の位置、次に目指すと
ころがよくわかる。

〇低学年用ルーブリック
低学年の児童が活用しやす
いよう「初級・中級」のみの
ルーブリックを作成した。



【取組内容】 端末の日常的な持ち帰りによる家庭学習の充実

海南市立亀川小学校（和歌山県）

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

家庭学習
予習

授業
復習

デジタル教科書を活用した算数科における反転学習

算数ノート
ルーブリック

予習では、「わかったこと」を
整理することも大切ですが、
自分が「わかりにくかったこと」
を見つけておくことも重要です。
ルーブリックでは、「どんな予習
が良いのか」を具体的に示し
て児童と共有しています。

ノートづくり
ワークシートをもとに予
習を行います。問題文
からわかること、本時の
めあてのポイントを色分
けして、自分に合った
ノートづくりをしています。
わからなかったことも、メ
モすることで授業で友達
や先生に質問できる準
備をしています。

学習者用デジタル教科書 動画教材

動画教材

動画解説があることによって、算
数科に苦手意識がある児童も、
予習に取り組みやすくなりました。
動画を止めて自分で考える時間
をとったり、わかりにくかったことを繰
り返し見たりできるため、よりよい予
習のスタートをきることができます。

練習問題で復習
従来は、家庭で取り組んでいた練習
問題や計算ドリルでの復習を、授業中
に取り組んでいます。学校なら、困った
ときは友達や先生に相談することがで
きるので、わかるまで学習できる安心
感があります。

Sharepoint 算数ホームページ

ホームページには、学習の手引き、児童の良いワークシート例、
練習問題の解答例などを掲載し、いつでもどこでも児童が見れる
ようにしています。児童が、学びやすいように、また、よりよい学び
方を探っていけるような情報を提供できるように意識しています。

説明活動

教師は、予習や説明活
動の様子を見取り適切な
支援を行います。児童同
士での活動だけでは、目
標到達が難しい場合には、
個別または一斉で「どうして
この式で求まるの？」などと
問いかけたり、児童の思考
を整理してあげたりして支
援します。理解がより深くな
るように働きかけています。

教師の役割

予習で学んだことをもとに、
児童同士で説明し合いま
す。予習でわかったと思って
いても説明活動を通して、
実はよくわかっていなかった
ことにも気づくことを大切に
します。また予習でよくわか
らなかった問題の解決方
法を友達からきく時間にも
なっています。アウトプットす
る学び方の良さにも触れさ
せたいと考えます。

学習の手引き
単元の目標や具体的な活動の流
れを児童と共有します。今日の学習
と明日の学習のつながりを見通して
学習を進めることができます。チェック
プリントがいつあるのか、テストまで何
時間あるのかなど、児童が学習の
ペースを調整するためには必須です。

反転学習



【取組内容】 校務DX（標準仕様とクラウドを活用し教員の働き方改革につながる取組）

海南市立亀川小学校（和歌山県）

様式Ⅰ-4

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

《ポイント》
〇ジャンル別のチャネルを作成
「日報」「各学年」「DX」「研究授業」等のチャネルを作成
し、各担当が情報を発信。
〇閲覧後は、確認状況がわかるようにスタンプ やコ
メントなどのリアクションをする。
〇各学年チャネルでは、日々の実践や悩みを気軽に共有。
〇授業研チャネルでは、授業中に教員同士でリアルタイム
でチャットにコメントや写真をアップして、情報を共有。

↑Teamsの画面

校務の効率化、Teams内にジャンル別のチャネルを作成し、チャット機能で情報共有

《成果》
〇自分のタイミングで伝達・閲覧が可能。
〇印刷・配布の手間なく、手軽に資料を共有。
〇夏場の暑さ指数・健康観察（心の天気）の結果・行事
の追加資料や変更点など、情報をすぐに・どこからでも・何
度でも共有することができた。
〇教員同士がクラウドでつながり、気軽に相談したり、情報
交換したりできるようになったことで、自然と学び合う教職
員の姿が見られるようになった。
〇授業研チャネルでは、子ども達の学ぶ姿をいろいろな目線
でふり返ることができ、参観できなかった先生方も授業の概
要を知ることができた。また、授業者にとっても、授業中に
気づけなかった子ども達の学ぶ姿を知る授業記録となった。

各学年チャネルの様子→

↓授業研チャネルの様子



【取組内容】 対話とリフレクションによる授業研究会 ～学校DX戦略アドバイザー 前田康裕先生を招いて～

海南市立亀川小学校（和歌山県）

様式Ⅰ-5

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

《対話とリフレクションによる授業研究会とは》
「主体的・対話的で深い学び」の視点による授業改善を、
ICTを活用しながら、対話とリフレクション（自分自身の授
業や思考を客観的にふり返る）を通して実現することが目
的。授業のポイントを概念化し、自分の授業の改善点を考
え、新しい実践につなげる。

↓
「主体的・対話的で深い学び」を教師自らが体験的に理
解できるようにする。

←前田先生の研修スライドより

教師の学び方改革：教師による『対話とふり返りを柱とした探究的な学び』

《成果》
研究授業のみの議論にならず、参加者が自分の授業を
対話によるポイントの概念化を通してふり返り、授業改善に
つなげることができた。来年度は、１年間を通して「授業改
善プロジェクト」にも取り組んでいきたい。

↑研究会の様子


